
　
宝
蔵
会
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
、宇
治
別
格
本
山
の

諸
行
事
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
に
突
然
、
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
侵
攻

し
、
す
で
に

一
年
八
ヶ
月

が
経
過
し
ま

し
た
。「
戦
争

を
始
め
る
の

は
簡
単
だ
が
、

終
え
る
の
は

難
し
い
」
と

言
わ
れ
ま
す

が
、
戦
い
は

現
在
も
続
い
て
お
り
、終
戦
に
む
か
う
動
き
は
い
ま
だ

見
え
な
い
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、 

本
年
十
月
七
日
早
朝
に
、
中
東
の
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
の
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ

ム
武
装
組
織
ハ
マ
ス
が
、イ
ス
ラ
エ
ル
に
向
け
て
数
千

発
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
発
射
し
、さ
ら
に
ハ
マ
ス
の
戦
闘

員
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
侵
入
し
て
南
部
を
襲
撃
し
二
百

名
以
上
の
人
質
を
と
り
ま
し
た
。イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
首
相
は
「
戦
争
状
態
に
あ
る
」
と
し
て
ガ
ザ
地

区
に
激
し
い
空
爆
を
行
い
、こ
れ
ま
で
に
双
方
の
死
者

数
は
あ
わ
せ
て
六
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、イ

ス
ラ
エ
ル
側
は
ハ
マ
ス
に
対
す
る
攻
撃
で
、地
上
戦
を

計
画
し
て
い
る
た
め
に
、さ
ら
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
出
来
事
か
ら
、現
在
世
界
的
に
国
と
国
と

の
争
い
が
各
地
で
勃
発
し
て
、
第
二
（
次
頁
に
続
く
）

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

宮
司
・
総
務

堀

端

芳

樹

「
世
界
平
和
の
祈
り
」
は
大
切
！
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次
世
界
大
戦
以
来
の
大
規
模
な
争
い
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
拡
大
は
是
非
と
も
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
と
世
界
の
人
々
は
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
と
き
に
是
非
と
も
大
切
な
事
は

「
祈
り
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
生
長
の

家
で
は
、
神
様
の
御
心
の
世
界
、
実
相
の
世

界
を
観
ず
る
こ
と
が
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
総
裁
谷
口
雅
宣
先
生
著
の
『
生
長
の
家
っ

て
ど
ん
な
教
え
？
』
の
中
で
、
実
相
世
界
の

平
和
の
姿
を
「
世
界
平
和
の
祈
り
」
の
中
で

多
く
の
人
々
が
じ
っ
と
祈
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
神
想
観
を
実
習
す

る
こ
と
が
そ
の
基
本
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
世
界
の
多
く
の
人
々
の
実
相

を
観
じ
、
世
界
の
平
和
を
神
様
に
祈
る
こ
と

が
こ
れ
か
ら
の
大
切
な
行
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
調
和
の
世
界
の
様
子
と
し
て
、『
真
理
の
吟

唱
』
の
な
か
に
「
入
龍
宮
不
可
思
議
境
涯
の
祈

り
」
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
二
五
八

頁
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「（
前

略
）
神
の
恵
み
来
た
る
と
き
、一
切
の
争
い
は

止
み
、
す
べ
て
の
戦
い
は
停
止
し
、
い
に
し
時

の
敵
と
味
方
と
は
、
手
を
挙
げ
て
平
和
を
喚

び
交
わ
し
、
兄
弟
の
如
く
睦
び
合
い
、
愛
情

　
今
年
八
月
十
五
日
に
元
生
長
の
家
理
事
長
　

黒
河
内
潤
先
生
が
九
十
四
歳
の
天
寿
を
全
う

中
の
先
生
は
、
ず
っ
と
清
廉
潔
白
、
ご
誠
実

で
、
周
り
に
は
許
し
が
広
く
、
愛
深
く
、
本
当

に
尊
敬
申
し
上
げ
ら
れ
る
方
で
あ
っ
た
。
肉

親
と
の
別
れ
の
よ
う
な
さ
び
し
さ
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
六
年
秋
、
夫
は
、
六
年
余
り
の
生

長
の
家
本
部
員
の
職
を
辞
し
、
家
族
寮
を
出

て
神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
に
住
ま
い
を
移

し
た
。
本
部
職
員
で
な
く
な
っ
て
も
、信
徒
を

さ
れ
て
ご
昇
天
と
の
報
に
接
し
た
。
お
会
い

で
き
な
く
な
っ
て
随
分
経
つ
が
、
私
の
心
の

の
祝
杯
を
交
わ
し
て
、
神
の
平
和
を
ほ
め
讃

う
。
将
兵
た
ち
み
な
剣
を
収
め
、
銃
を
棄
て

て
、
愛
を
も
て
娘
た
ち
が
織
り
し
美
し
き
衣

を
ま
と
う
。
す
べ
て
の
人
々
の
頭
に
、〝
平
和

の
冠
〟
あ
り
、黄
金
の
七
つ
の
星
を
も
て
そ
の

冠
を
飾
り
、
荘
厳
な
る
こ
と
限
り
な
し
。（
後

略
）」。

　
多
く
の
人
々
が
、
た
ゆ
み
な
く
、
真
摯
な
心

で
世
界
の
平
和
を
祈
り
、
す
で
に
あ
る
と
こ

ろ
の
実
相
世
界
顕
現
を
神
様
に
祈
り
ま
し
ょ

う
。

人生は表現を楽しむための舞台である

随想

在
り
し
日
の
み
面
影
を
偲
ん
で

黒
河
内 

潤
先
生
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

練
成
部 

次
長   

榎
本
一
子
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や
め
た
わ
け
で
は
な
い
と
私
は
神
奈
川
県
教

化
部
に
電
話
を
か
け
、
最
寄
り
の
幹
部
の
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
組
織
に
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
地
区
の
相
愛
会
長
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
の
が
黒
河
内
潤
先
生
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
六
年
間
、
夫
は
黒
河
内
先
生
の

下
で
相
愛
会
副
会
長
に
な
り
、
私
は
会
計
係

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
聖
使
命
会
費
の
取

扱
者
に
な
り
、
誌
友
会
場
責
任
者
に
も
な
っ

た
。

　
月
に
一
回
夜
、
黒
河
内
先
生
宅
で
『
生
命

の
実
相
』
の
勉
強
会
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
て
、
私
た
ち
夫
婦
は
子
供
達
四
人
を
寝
か

し
つ
け
、
留
守
番
さ
せ
て
、
夫
婦
で
必
ず
参

加
し
て
い
た
。
そ
れ
程
、
黒
河
内
先
生
の
勉

強
会
の
中

身
は
濃
く
、

若
い
私
た

ち
夫
婦
の

求
道
の
想

い
を
満
た

す
に
十
分

な
、
魅
力
的
な
集
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
あ
る
年
、
生
長
の
家
の
体
験
談
を
劇
に
し

た
優
れ
た
脚
本
が
あ
る
の
を
、
黒
河
内
先
生

に
お
見
せ
し
た
と
こ
ろ
、
想
い
の
外
乗
り

気
に
な
っ
て
く
だ
さ
り
、「
今
年
の
十
一
月

二
十
二
日
の
谷
口
雅
春
先
生
の
お
生
誕
日
を

祝
う
行
事
の
時
に
上
演
し
ま
し
ょ
う
」
と
な

り
、
姑
の
死
を
願
う
主
役
の
暗
い
恐
い
嫁
を

私
が
、
準
主
役
の
敵

か
た
き
役
の
姑
を
黒
河
内
先
生

が
演
じ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、
好
都
合

な
こ
と
に
誌
友
さ
ん
に
プ
ロ
の
演
出
家
を
発

見
、
そ
の
指
導
を
受
け
、
真
剣
な
練
習
を
重

ね
た
。

　
公
演
当
日
は
、
沢
山
の
誌
友
の
方
達
に
見

て
い
た
だ
き
、
沢
山
の
人
に
涙
の
高
評
価
を

頂
け
た
。
黒
河
内
先
生
の
お
ば
あ
さ
ん
役
は

圧
巻
で
あ
っ
た
。

　
夫
が
本
部
に
帰
し
て
い
た
だ
い
た
二
年
後

位
で
あ
っ
た
か
、先
生
も
「
五
十
才
か
ら
の
残

り
の
人
生
は
生
長
の
家
に
捧
げ
た
い
！
」
と

本
部
に
奉
職
さ
れ
、
本
部
講
師
・
教
化
部
長

と
し
て
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
、
平
成
三
年
か

ら
凡
そ
十

年
間
生
長

の
家
理
事

長
と
し
て

務
め
ら
れ

た
。
そ
の

間
、
夫
も

生
長
の
家
本
部
か
ら
宇
治
別
格
本
山
に
転
勤

に
な
っ
た
。

　
平
成
十
一
年
、
父
を
看
送
り
、
白
鳩
会
総
連

会
長
、
京
都
教
化
部
幹
事
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
私
に
、
当
時
理
事
長
の
黒
河

内
先
生
か
ら
楠
本
加
美
野
総
務
経
由
で
「
宇

治
別
格
本
山
に
奉
職
し
な
い
か
」
と
の
お
声

が
け
を
頂
い
た
。
一
旦
は
お
断
り
し
た
私
で

あ
る
が
、
夫
の
強
い
推
し
が
あ
り
、
本
山
に

奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
今
日
が
あ
る
。
黒

河
内
先
生
に
深
い
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
〝
先
生
、
私
の
今
の
生
き
方
、
先

生
の
お
心
に
添
え
て
い
ま
す
か
？
〟
と
、
み

面
影
に
お
訊
ね
し
な
が
ら
役
目
を
果
た
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

明るいコトバを使えば、自然に幸福で健康な生活が来る

宝　　蔵
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 講　師 テキスト

11日 土 祈り合いの神想観

10:20～11:05 開会の祈り
・本当の祈りとは ～神想観は素晴らしい～ 岡田　浩二『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』

11:15～12:00 神の子そのままのあなたが一番 阿部　秀輝『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 千羽　椋子
13:15～14:00 いつも神様と共に 新宮　　一 『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』
14:15～15:00 祈りは必ず叶えられる 榎本　一子『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』
15:00～15:35 「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

12日 日 あなたの能力を
発揮する

10:20～11:05 開会の祈り・神の子には無限の力がある 岡田　浩二『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』
11:15～12:00 現象に捉われず、実相を観よ！ 榎本　一子『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 神の子を生きたとき、あなたは輝く 清水　志郎『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』
14:00～14:45 真理と生活 堀端　芳樹『生長の家ってどんな教え？』『夢の地平線』
14:45～15:20 「神を讃える神想観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

18日 土 浄　心　行

10:20～11:05 開会の祈り・罪はない！ 榎本　一子『人類同胞大調和六章経』『光明法語』
11:15～12:00 新生の悦び ～浄心行の意義・説明～ 清水　志郎『新しい文明を築こう・中巻』
12:00～13:00 昼食・休憩・浄心行用紙記載 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 父母の愛に導かれて 小野　大作『人類同胞大調和六章経』『光明法語』
14:10～15:25「浄心行」・閉会の祈り 岡田　浩二 聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

25日 土 先祖・流産児供養祭

10:20～11:05 開会の祈り・ご先祖様と共に生きる 清水　志郎『合本讃歌』『明るく楽しく人生を』
11:15～12:00 悦びの先祖・流産児供養について 堀端　芳樹『霊供養入門』
12:00～13:15 昼食・休憩　※霊牌記載 ※昼食希望の方はご予約ください
13:15～14:00 陰極は必ず陽転する 岡田　浩二
14:15～15:00 制限なしの幸せが待っている 榎本　一子『合本讃歌』『明るく楽しく人生を』
15:30～16:30 「先祖・流産児供養祭」（大拝殿） 祭　司　部 聖経『天使の言葉』『聖歌歌詞集』

26日 日 恐怖を克服して
明るく生きる

10:20～11:05 開会の祈り・悪や不幸は存在しない 岡田　浩二『合本讃歌』『明るく楽しく人生を』
11:15～12:00 あなたは神の子、思い切って立ち上がれ！ 岡田 伊都子『合本讃歌』『明るく楽しく人生を』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂
13:15～14:00 明るさが運命を変える突破口 鵜飼　俊光『合本讃歌』『明るく楽しく人生を』
14:15～15:00 悦びいっぱいの神の子の生活 清水　志郎『合本讃歌』『明るく楽しく人生を』
15:00～15:35 「如意宝珠観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

◆ 会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っておりますので、  椅子の移動はご遠慮ください。
・至近距離での会話や、大声での会話はしないでください。

◆ 食堂使用時の注意事項 （※昼食利用の方は事前にご予約ください）
・マイ箸・マイボトルをご持参ください。
・１テーブルに１名ずつ座り、同方向を向いて食事をしてください。

３日（金）～ ５日（日）の間【短期練成会】を開催いたします

毎日毎日を笑顔で迎えよう

１１月  ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、40 名まで参加できます。

〈会場：大講堂〉

宝　　蔵 No.107
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★★★★★★★★★★★★土土土土土土日日日日日日日日講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者ののののののののののの宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊をををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付いいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたししししししししまままままままままままますすすすすすすすすすすす
◆受付対象者
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方

（※近隣の方も宿泊できるようになりました）
◆料金

４５００円＋土曜日の昼食代 御随意
（ 円の内訳は《講話参加費 日分＝ 円》＋《参篭費１泊食事付＝ 円》です）

◆申し込み方法等
・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部： － － ）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ宿泊できます 金曜日からの宿泊はできません。
・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。

※ご相談がありましたら練成部までご連絡ください

◆ お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆ 奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆ 以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆ 参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

「「「ごごごごご先先先先先先先先先先先先先先先先先祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖とととととと共共共共共共共共共共共共共共共共共共ににににににに悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦悦びびびびびびびびののののののののの一日日日日日日日日日日講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話」」」聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講にににににににぜぜぜぜぜぜぜぜぜひひひひひひひひひひおおおおおおおおおお越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越しししししししくくくくくくだだだだだだださささささささささいいいいいい
※参加人数は先着４０名までとなっております。
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のバスを手配いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
します。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。）

「宿泊案内手引き」

ＪＲ宇治駅に出迎え

は上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
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４５００円＋土曜日の昼食代 御随意
（ 円の内訳は《講話参加費 日分＝ 円》＋《参篭費１泊食事付＝ 円》です）
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予約手続きをしてください。
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※参加人数は先着４０名までとなっております。

申込フォーム申込フォーム申込フォーム
コードコードコード

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎え
のバスを手配いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
します。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。）

「宿泊案内手引き」

ＪＲ宇治駅に出迎え

は上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた

一日少しでも、人のための時間を作ろう

宝　　蔵令和５年１１月１日
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る
く
過
ご
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

人
生
す
べ
て
プ
ラ
ス
だ
と
信
じ
て
い
き
ま
す
。

貴
重
な
二
日
間
に
感
謝
し
ま
す
。

　
約
二
十
五
年
前
に
両
親
が
離
婚
し
、
私
だ

け
が
父
と
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
か
月
前
よ
り
父
の
緑
内
障
の
症
状
が
悪

化
し
、
老
人
ホ
ー
ム
入
居
と
な
り
、
私
が
身

元
保
証
人
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
居

後
の
父
は
ホ
ー
ム
で
被
害
妄
想
や
ヘ
ル
パ
ー

の
方
達
へ
の
言
動
が
ひ
ど
く
、
ホ
ー
ム
よ
り

退
所
要
請
が
出
ま
し
た
。

　
父
と
面
と
向
か
っ
て
話
し
て
も
「
自
分
は

悪
く
な
い
。
す
べ
て
ホ
ー
ム
が
悪
い
！
」と
自

分
が
正
し
い
と
い
う
ば
か
り
で
反
省
も
無
く
、

私
も
父
の
対
応
に
困
り
果
て
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
日
々
仕
事
が
忙
し
く
、
母
と
姉
に
相

談
し
て
も
、
父
と
接
触
を
避
け
て
い
る
た
め

力
に
な
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
姉
に
は
「
今
す

ぐ
絶
縁
し
な
さ
い
！
」
と
言
わ
れ
る
始
末
で

し
た
。

　
そ
こ
で
、
宇
治
に
救
い
を
求
め
て
や
っ
て

き
ま
し
た
。
現
象
の
父
は
と
に
か
く
受
け
入

れ
が
た
く
、
父
の
娘
で
あ
る
こ
と
す
ら
嫌
で
、

自
分
の
運
命
を
恨
む
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
生
長
の
家
の
根
本
の
教
え
で
あ

る
「
私
は
神
の
子
」
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
現
象
の
父
の
姿
だ
け
見
て
苛
立
ち
、腹

立
ち
、
八
方
ふ
さ
が
り
状
態
で
し
た
が
、「
父

も
私
も
神
の
子
で
、
実
相
の
親
子
は
円
満
完

全
な
ん
だ
！
」
と
い
う
真
理
に
〝
あ
ゝ
、
私

は
神
の
子
だ
か
ら
、
今
、
こ
の
い
の
ち
を
喜

べ
ば
い
い
ん
だ
！
〟
と
神
の
子
の
素
晴
ら
し

さ
、
有
難

さ
に
あ
ら

た
め
て
気

付
か
せ
て

い
た
だ
き

き
ま
し
た
。

　
今
回
は
二
日
間
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
近
は
仕
事
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、
暗

く
な
っ
た
り
、
自
信
を
無
く
し
た
り
し
て
、
で

も
そ
の
都
度
生
長
の
家
の
み
教
え
を
思
い
出

し
て
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
り
の
繰
り
返
し

で
し
た
。

　
今
回
の
講
話
を
通
し
て
、
実
相
と
現
象
の

違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
自
分
は
神
の
子
で
あ
る
か
ら
安
心
し
て
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
円
満
完
全
な
る
神
の
子
の
自
分
を
信
じ
て

い
き
た
い
で
す
。
現
象
世
界
に
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
は
神
の
子
を
表
現
す
る
た
め
の
題
材

で
あ
り
、
す
べ
て
愛
で
あ
る
と
捉
え
て
、
明

すでに受けている神の恵みに目覚めよう

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

Ｓ
．
Ｋ   

（
20
代
）〈
女
性
〉

Ｙ
．
Ｒ   

（
30
代
）〈
女
性
〉
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神
の
子
に
振
り
向
き
、
自
覚
し
、
神
の
子

で
あ
る
自
分
を
愛
す
れ
ば
、
必
ず
道
は
開
か

れ
る
！

　
素
晴
ら
し
い
実
相
の
父
だ
け
を
観
て
、
前

進
し
た
い
と
思
え
ま
し
た
。〝
父
の
現
象
の
姿

は
、
私
に
生
長
の
家
の
教
え
の
根
本
に
気
づ

か
せ
て
く
れ
る
た
め
だ
っ
た
！
〟
と
思
え
て
、

父
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
現
在
五
年
間
勤
め
て
い
た
事
務
職

か
ら
転
職
活
動
中
で
、
自
分
の
専
門
性
・
計

画
力
を
活
か
せ
る
と
考
え
ら
れ
た
I
T
業
界

へ
の
会
社
説
明
会
、
入
社
課
題
の
ア
プ
リ
開

発
の
研
修
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
、

会
社
は
肉

体
・
物
質

優
先
の
現

象
だ
け
の

ド
ロ
ド
ロ

の
世
界
の

せ
い
か
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
に
た

ま
っ
て
、
な
か
な
か
解
消
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
自
分
を
変
え
た
い
と
宇
治
別
格
本

山
に
来
ま
し
た
が
、
始
ま
っ
て
す
ぐ
か
ら
心

の
底
か
ら
安
心
を
得
、
温
か
み
に
包
ま
れ
て

癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
講
師
の
「
い
の
ち
の
世
界
が
本
物
」
と

の
テ
ー
マ
の
講
話
を
聴
い
て
、
職
場
で
の
大

変
な
人
間
関
係
で
病
み
そ
う
に
な
っ
た
心
理

状
態
は
本
当
に
は
な
く
、「
五
官
で
感
じ
て
い

る
不
完
全
な
世
界
を
見
て
い
る
だ
け
だ
」
と
、

惑
わ
さ
れ
て
い
た
現
象
か
ら
解
放
さ
れ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
更
に
、
鵜
飼
講
師
の
講
話
で
も
、
現
代
の
利

便
性
・
機
能
性
・
成
績
ば
か
り
評
価
さ
れ
る
中

で
も
「
自
分
し
か
な
く
、自
分
そ
の
ま
ま
の
中

に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
必
ず
あ
る
」
と
気
合

の
入
っ
た
言
葉
で
話
し
て
い
た
だ
き
、
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
、
再
び
元
気
を
出
し
て
頑
張
ろ

う
と
気
力
も
出
て
き
ま
し
た
。
来
て
よ
か
っ

た
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
「
一
日
講
話
」
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
今
の
心
境
に
ピ
ッ

タ
リ
の
言
葉
を
頂
き
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
ど
う
し
て
も
家
族
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
見
て

し
ま
い
、〝
ど
う
し
た
ら
善
い
と
こ
ろ
ば
か
り

観
ら
れ
る
私
と
な
れ
る
の
だ
ろ
う
？
い
つ
に

な
っ
た
ら
？
も
っ
と
神
想
観
を
徹
底
さ
せ
な

け
れ
ば
、
真
剣
に
な
ら
な
き
ゃ
！
〟
と
思
う

自
分
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に

か
、
出
来
て
い
な
い
自
分
、
ダ
メ
な
自
分
ば

か
り
に
目
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
榎
本
講
師
か
ら
「
反
省
と
後
悔
を
や
め
る

こ
と
」
と
。
本
当
に
そ
う
で
し
た
。
繰
り
返

し
反
省
し
た
り
、
懺
悔
し
た
り
し
て
い
た
私

で
し
た
。〝
あ
ゝ
間
違
っ
て
い
た
！
そ
の
ま
ま

で
素
晴
ら
し
い
私
だ
か
ら
、
す
べ
て
に
感
謝
。

私
は
感
謝
そ
の
も
の
だ
っ
た
！
私
は
愛
そ
の

も
の
だ
っ
た
！
神
が
私
の
本
性
だ
っ
た
！
〟

只
々
す
べ
て
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

すべての人の中には、独特の才能が秘められている

Ｕ
．
Ａ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

Ｔ
．
Ｔ   

（
30
代
）〈
男
性
〉
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し
た
。
こ

の
よ
う
に

思
え
ば
い

い
こ
と
で

し
た
。
凄

く
心
が
軽

く
な
り
ま
し
た
。

　
常
に
常
に
〝
何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
！
〟
と

思
え
る
自
分
に
な
る
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
具

象
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
す
べ
て
に

感
謝
で
す
。

　
今
日
の
宇
治
で
心
は
癒
さ
れ
、
嬉
し
く
て

涙
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
日
は
友
人
を
誘
っ
て
二
人
で
参
加
し
ま

し
た
。

　
友
人
は
先
頃
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
、
悲
し

み
と
先
行
き
の
不
安
の
中
に
お
ら
れ
、
見
る

に
忍
び
ず
、
何
と
か
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
お
連
れ
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
お
連
れ
し
た
わ

け
も
ご
存
知
な
い
榎
本
講
師
の
最
初
の
お
話

か
ら
、
友
人
の
悩
み
に
ぴ
っ
た
り
の
お
話
を

熱
く
お
話
し
く
だ
さ
り
、
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

神
様
は
こ
ん
な
風
に
私
達
を
迎
え
て
く
だ
さ

る
の
だ
と
感
動
で
し
た
。

　
友
人
の
た
め
に
来
た
今
日
で
し
た
が
、
ご

講
話
の
中
で
、
過
去
の
罪
と
思
う
こ
と
も
す

べ
て
〝
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
〟
と
思
え
ば

よ
い
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
私
も
昔
の
後
悔

を
思
い
出
し
、
今
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気
持

ち
で
す
。

　
す
べ
て
の
講
話
も
素
晴
ら
し
く
、
友
人
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
私
の
た
め
の
今
日
の
参

加
で
し
た
。
浄
心
行
も
参
加
出
来
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
日
の
「
一
日
講
話
」
は
「
す
べ
て
を
生

か
し
万
物
と
調
和
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

四
名
の
講
師
が
実
体
験
を
交
え
て
「
悪
は
本

来
存
在
し
な
い
」「
五
感
で
見
た
も
の
感
じ
た

も
の
は
、
本
来
な
い
の
で
あ
る
か
ら
掴
ま
ず
、

善
一
元
の
世
界
を
心
に
留
め
て
、
何
が
起
き

て
も
大
丈
夫
と
い
う
心
で
物
事
を
進
め
て
い

く
と
必
ず
う
ま
く
い
く
の
で
あ
る
」
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
具
体
的
で

解
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　
気
づ
い
て
み
れ
ば
、
今
ま
で
自
分
は
職
場

及
び
生
活
の
場
で
、
人
を
憎
ん
だ
り
、
他
人
に

責
任
を
押
し
付
け
た
り
と
自
分
勝
手
な
言
動

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
周
囲
の
環
境
を
悪
く

し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
反

省
の
心
が
起
こ
り
ま
し
た
。
人
を
憎
む
よ
り

感
謝
し
た
方
が
本
当
は
嬉
し
い
こ
と
、
相
手

の
本
当
の
心
を
思
え
ば
ど
ん
な
相
手
と
も
解

り
あ
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

今
後
大
調
和

の
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に

行
動
し
た
い

と
思
い
ま
し

た
。

仕事を通して、人の魂は発達向上する

Ｍ
．
Ｓ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

Ｆ
．
Ｎ   
（
40
代
）〈
男
性
〉
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姉
妹
の
不
和
、
経
済
の
問
題
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
悩
み
が
あ
り
、
迷
い
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
、
夜
も
考
え
て
し

ま
っ
て
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
辛
く
て

参
加
し
ま
し
た
。

　「
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
は
す
べ
て
よ
く
な

る
た
め
」「
な
い
現
象
に
心
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
」「
実
相
の
世
界
で
は
も
う
既
に
大
調
和
で

完
全
円
満
、
祈
り
は
叶
え
ら
れ
て
い
る
」
こ

と
等
々
、
お
話
の
一
つ
一
つ
が
心
に
響
き
ま

し
た
。

　「
祈
り
合
い
の
神
想
観
」
で
は
、
皆
様
か
ら

祈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
が
楽
に
な
り
、
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
想
観
を
毎
日
続
け
て
み
ま
す
。
み
教
え

の
本
を
読
む
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
お

話
を
聴
き
に
来
た
い
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
宇
治
別
格
本
山
に
は
多
分
十
年
以
上
来
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
間
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
父
の
介
護
も
あ
り
、
昨
年
無
事
に
見
送
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
一
日
講
話
」
に
参

加
し
よ
う
と
決
意
し
た
日
の
夜
、
眠
っ
て
い

る
と
芳
香
で
目
を
覚
ま
し
ま
し
た
。
ご
先
祖

様
た
ち
が
、

私
が
宇
治

へ
行
く
こ

と
を
喜
ん

で
く
だ

さ
っ
て
い

る
ん
だ
と
直
感
し
ま
し
た
。

　
思
え
ば
私
が
生
長
の
家
の
み
教
え
に
真
剣

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
主
人

と
の
離
婚
の
問
題
で
あ
り
ま
し
た
。
今
の
息

子
達
の
生
活
を
見
て
、
す
べ
て
自
分
の
責
任

だ
と
ず
っ
と
自
分
を
責
め
て
お
り
ま
し
た
。

孫
た
ち
も
神
の
子
で
す
。
拝
ん
で
、
喜
ん
で

い
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
す
。

　
清
水
講
師
の
ご
講
話
は
ま
さ
に
今
の
私
に

ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。
離
婚
の
こ
と
で
「
過
去

の
自
分
を
責
め
て
い
る
こ
と
が
良
く
な
る
こ

と
を
妨
げ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

　
今
日
私
は
こ
の
た
め
に
宇
治
に
来
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
ハ
ッ
キ
リ
確
信
し
ま
し
た
。有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
日
車
椅
子
で
一
泊
参
加
し
た
も
の
で
す
。

友
達
に
誘
わ
れ
た
の
で
す
が
「
五
年
も
外
出

し
て
い
な
い
者
が
行
け
る
だ
ろ
う
か
？
」
と

不
安
で
、「
明
日
は
断
わ
ろ
う
」
と
毎
日
思
っ

て
い
ま
し
た
。
友
達
は
「
大
丈
夫
！
大
丈

夫
！
」
と
言
う
ば
か
り
で
、
と
う
と
う
出
発

この日一日、神が私を導き給う

礼
　
　
　 
状

Ｃ
．
Ｙ   

（
80
代
）〈
女
性
〉

Ｙ
．
Ｈ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

Ｆ
．
Ｔ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵令和５年１１月１日
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本
日
は
「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講

話
」
の
「
世
界
は
愛
に
満
ち
て
い
る
」
を
受

講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
印
象
に
残
っ
た
講
話
は
、千
羽
講
師
の
「
愛

と
感
謝
か
ら
幸
福
が
始
ま
る
」
の
お
話
で
し

た
。
私
た
ち
は「
何
が
足
り
て
い
な
い
ん
だ
ろ

う
？
」
と
思
い
、
様
々
な
行
を
し
て
完
全
円

満
な
百
点
満
点
の
神
の
子
の
自
分
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
方
が
本

質
か
ら
外
れ
て
い
る
。「
今
、
す
で
に
、
そ
の

ま
ま
で
完
全
円
満
な
神
の
子
で
あ
っ
た
」
と

い
う
こ
と
を
遠
慮
せ
ず
に
受
け
取
り
、
そ
し

て
「
悦
ぶ
こ
と
」。
そ
う
す
れ
ば
感
謝
が
生
ま

れ
て
く
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
宇
治
別
格
本
山
に
到
着
す
る
と
、
皆
さ
ん

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
立
派
な
お
部
屋

を
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
早
朝
行
事
に
出
た
い
と
願
っ
て
い

ま
し
た
ら
、
少
し
早
め
に
目
が
覚
め
〝
あ

れ
っ
！
道
場
の
空
気
が
違
う
！
〟
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
何
度
も
何
度

も
深
呼
吸
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
違
う
！
澄

み
切
っ
た
き
れ
い
な
空
気
の
中
に
力
を
感
じ

ま
し
た
。

　
友
達
が
車
椅
子
の
私
を
大
拝
殿
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
途
中
、
建
物
と
建
物
の
間
に

出
た
時
に
優
し
い
風
が
吹
い
て
、
何
も
言
わ

な
い
の
に
な
ぜ
だ
か
涙
が
流
れ
て
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
神
想
観
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
い
っ
ぱ
い

涙
が
出
ま
し
た
。
友
達
が
「
昨
日
先
祖
供
養

し
た
の
で
、
ご
主
人
を
は
じ
め
ご
先
祖
様
が

喜
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
喜
び
の
涙
よ
！
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
私
は
五
年
前
に
乳
が
ん
の
手

術
を
し
た
時
、
兄
が
病
院
ま
で
来
て
く
れ
て

「
早
く
元
気
に
な
れ
よ
」
と
握
手
し
て
別
れ
て

以
来
、連
絡
を
取
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
宇

治
を
出
発
す
る
直
前
、
兄
の
家
に
電
話
し
て

も
誰
も
出
ず
、姪
に
連
絡
す
る
と
「
父
は
二
か

月
前
に
風
邪
の
菌
が
腰
に
入
っ
て
入
院
し
て

い
る
。
昨
日
ま
で
点
滴
し
て
い
て
、
今
朝
点

滴
が
取
れ
て
や
っ
と
面
会
出
来
る
の
で
、
私

も
弟
も
面
会
に
向
か
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　
病
院
は
宇
治
か
ら
近
く
、
久
し
ぶ
り
に
姪

や
甥
に
も
会
え
、
九
十
才
近
く
の
兄
は
痩
せ

て
は
い
ま
し
た
が
穏
や
か
な
笑
顔
で
、
し
っ

か
り
と
握
手
も
出
来
て
、
私
は
安
心
し
て
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
何
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
！
こ
の
「
一
日
講
話
」
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ

た
友
人
に
は
感
謝
し
て
も
感
謝
し
て
も
足
り

ま
せ
ん
。

　
脚
の
痛
み
も
何
も
な
く
宇
治
ま
で
来
れ
て
、

車
を
出
し
て
く
れ
た
息
子
も
「
思
っ
た
よ
り

疲
れ
て
い
な
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

宇
治
は
本
当
に
す
ば
ら
し
く
、
不
思
議
な
と

こ
ろ
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

善いことをする勇気は、あなたにある

宇
治
別
格
本
山

研
修
生
感
想
文
Ｇ
．
Ｉ   

（
40
代
）〈
男
性
〉

宝　　蔵 No.107
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教
師
を
目
指
し
て
い
た
兄
は
、
各
地
の
教

員
採
用
試
験
を
受
け
、
九
月
に
無
事
、
合
格

し
ま
し
た
。
ま
た
、
妹
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
ダ

ン
ス
を
し
て
お
り
、
こ
の
度
ダ
ン
ス
に
よ
る

推
薦
で
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
祈
願
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
夫
の
腰
痛
が
続
き
、
病
院
で
は
ヘ
ル
ニ
ア

で
は
な
い
と
言
わ
れ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
も
異
常

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
九
月
半
ば
に
は
、

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
れ
ず
寝
た
き
り
状
態

に
な
り
ま
し
た
。。

　
理
由
の
な
い
痛
み
に
本
人
も
辛
が
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
神
癒
祈
願
の
お
陰
で
今
で
は

日
常
生
活
が
送
れ
る
ま
で
に
快
復
し
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
姪
の
声
が
一
週
間
ほ
ど
出
ず
、
仕
事
を
休

ん
で
お
り
ま
し
た
。
熱
も
な
く
、
精
神
的
な

こ
と
が
原
因
の
よ
う
で
す
。
声
が
商
売
道
具

の
仕
事
で
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
祈
願
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
祈
願
を
出
す
と
速
や
か
に
回
復
し
、
仕
事

に
復
帰
し
ま
し
た
。
本
当
に
良
か
っ
た
と
安

堵
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ど
ん
な
時
も
、
ど
ん
な
状
況
の
時
で
あ
っ

て
も
「
自
分
は
神
の
子
で
あ
り
、
完
全
円
満

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
め
、
そ
の
ま
ま

受
け
取
り
、
そ
し
て
自
分
自
身
を
許
し
、
愛

し
、
感
謝
す
る
と
い
う
お
話
も
と
て
も
心
に

響
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
神
様
に
無
条
件
に
愛
さ
れ
、無
条

件
に
許
さ
れ
、
無
条
件
に
生
か
さ
れ
て
い
る
」

こ
と
に
感
謝
す
る
こ
と
が
「
神
の
子
の
御
心

を
表
す
生
活
で
あ
る
」
と
い
う
お
話
も
、
解

り
や
す
く
納
得
出
来
ま
し
た
。

　
私
も
こ
れ
か
ら
は
「
今
既
に
神
の
子
で
、完

全
円
満
で
、
い
く
ら
幸
福
に
な
っ
て
も
い
い
」

と
い
う
こ
と
を
素
直
に
受
け
取
り
、
そ
こ
を

出
発
点
と
し
て
、
日
々
神
の
子
の
悦
び
と
感

謝
の
生
活
を
表
現
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

夫
の
腰
痛
が
快
癒

Ｎ
．
Ｓ   
〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

祝福する人は、祝福を与え返される

孫
が
兄
妹
揃
っ
て
試
験
に
合
格

Ｋ
．
Ｈ   

〈
女
性
〉

声
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

Ｒ
．
Ｂ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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時時時 間間間 ：：９９９９ ２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６ ００９
※

２０～１２２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６ ００００９９９ ２０～１２
※※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補

（
岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補

（（（（担当講師のご希望はお受けできません）
使用使用媒体媒体媒体媒体：：：

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（（担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
または

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体

お申し込みお申し込みお申し込みお申し込み方法：
またはまたはまたは

方法：方法：お申し込みお申し込み方法：方法：方法：
メールアドレス 、、またまたはメールアドレスメールアドレスメールアドレスメールアドレス

ページ「生長の
、、またまたは

ページ「生長の家宇治別格本山」
はは

家宇治別格本山」家宇治別格本山」までメ
ッッッッッセージ

ページ「生長のページ「生長の
セージセージをお願い

ページ「生長のページ「生長のページ「生長の
をお願いをお願い致します
ページ「生長の家宇治別格本山」

致します致します。
家宇治別格本山」家宇治別格本山」家宇治別格本山」家宇治別格本山」
。メッセージ
家宇治別格本山」家宇治別格本山」までメまでメ家宇治別格本山」

メッセージメッセージにお名前
までメ

にお名前にお名前・ッセージセージセージをお願いをお願いをお願い致します致します致します。。メッセージメッセージメッセージにお名前にお名前にお名前ッッ
電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。
担当講師等の連絡事項を返信いたします。

““令和５年令和５年令和５年 月月月の練成会のの練成会の中止中止”中止”ががが決定決定し
ておりますておりますておりますております。。練成会練成会練成会にににににつきましてつきましてつきましてつきましてつきましてつきましてはホー
ムページムページムページまたまたまたまた で確認するか、
お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。
練成会
お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。
練成会練成会が開催されないとき
お電話でお問い合わせください。

が開催されないときが開催されないときは
お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。

はははは、土日に
「一日「一日「一日講話」を開催講話」を開催講話」を開催いたしますいたしますいたしますいたします。

「先祖・流産児供養祭」は「ご先祖と共に悦びの一日講話」における行事として開催されますが、一日
講話に参加されていない方でもご参列いただけます。ぜひご参列ください。
※供養祭における霊牌奉納をご希望の方は、当日午後２時３０分までに大拝殿１階お受け所までお出
しください。

日 土 ～ 自然災害並びに

世界規模感染症慰霊塔月次祭

日 月 ～ 宝蔵神社月次祭

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭

日 日 ～ 末一稲荷神社、精霊招魂神社月次祭

日 土 ～ 先祖・流産児供養祭 ※参列可

◆◆◆ １０１０１０１０月月月月 宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事 ◆◆◆

★★★★★★★★★★★★オオオオオオオオオオオオンンンンンンンンンンンンラララララララララライイイイイイイイイインンンンンンンンンンンン個個個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導 無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料 のののののののののののごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内★★★★★★★★★★★★

※「先祖・流産児供養祭」以外はすべて無参列となっております。
参列はご遠慮ください。

時時時 間間間 ：：９９９９ ２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６ ００９
※

２０～１２２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６ ００００９９９ ２０～１２
※※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補

（
岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補

（（（（担当講師のご希望はお受けできません）
使用使用媒体媒体媒体媒体：：：

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（（担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
または

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体

お申し込みお申し込みお申し込みお申し込み方法：
またはまたはまたは

方法：方法：お申し込みお申し込み方法：方法：方法：
メールアドレス 、、またまたはメールアドレスメールアドレスメールアドレスメールアドレス

ページ「生長の
、、またまたは

ページ「生長の家宇治別格本山」
はは

家宇治別格本山」家宇治別格本山」までメ
ッッッッッセージ

ページ「生長のページ「生長の
セージセージをお願い

ページ「生長のページ「生長のページ「生長の
をお願いをお願い致します
ページ「生長の家宇治別格本山」

致します致します。
家宇治別格本山」家宇治別格本山」家宇治別格本山」家宇治別格本山」
。メッセージ
家宇治別格本山」家宇治別格本山」までメまでメ家宇治別格本山」

メッセージメッセージにお名前
までメ

にお名前にお名前・ッセージセージセージをお願いをお願いをお願い致します致します致します。。メッセージメッセージメッセージにお名前にお名前にお名前ッッ
電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。
担当講師等の連絡事項を返信いたします。

““令和５年令和５年令和５年 月月月の練成会のの練成会の中止中止”中止”ががが決定決定し
ておりますておりますておりますております。。練成会練成会練成会にににににつきましてつきましてつきましてつきましてつきましてつきましてはホー
ムページムページムページまたまたまたまた で確認するか、
お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。
練成会
お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。
練成会練成会が開催されないとき
お電話でお問い合わせください。

が開催されないときが開催されないときは
お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。

はははは、土日に
「一日「一日「一日講話」を開催講話」を開催講話」を開催いたしますいたしますいたしますいたします。

「先祖・流産児供養祭」は「ご先祖と共に悦びの一日講話」における行事として開催されますが、一日
講話に参加されていない方でもご参列いただけます。ぜひご参列ください。
※供養祭における霊牌奉納をご希望の方は、当日午後２時３０分までに大拝殿１階お受け所までお出
しください。

日 土 ～ 自然災害並びに

世界規模感染症慰霊塔月次祭

日 月 ～ 宝蔵神社月次祭

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭

日 日 ～ 末一稲荷神社、精霊招魂神社月次祭

日 土 ～ 先祖・流産児供養祭 ※参列可

◆◆◆ １０１０１０１０月月月月 宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事宇治別格本山で行われる行事 ◆◆◆

★★★★★★★★★★★★オオオオオオオオオオオオンンンンンンンンンンンンラララララララララライイイイイイイイイインンンンンンンンンンンン個個個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導 無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料 のののののののののののごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内★★★★★★★★★★★★

※「先祖・流産児供養祭」以外はすべて無参列となっております。
参列はご遠慮ください。
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